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(1 ) 種々の劣化状態をもっシステムに対して 総保全費用を最小にするような小修理・取替えの最適方
策が単純な構造をもっ管理限界型の( i い一万策であることを明らかにしている。
(2) 検査費用を考慮した単一システムの検査・取替方策において，たかだか 4領域から成る方策が最
適となることを見出 Lている。
(3) 稼働中のシステムに対する保全方策として若返り手段を取り入れたとき 管理限界万策が最適とな
るための十分条件を与えている白
(4) システムの故障探査に関して，ダミーの導入により 探索・停止方式をより有効にする新しい方式
を開発している。
以上のように，本論文は複雑かつ大規模なシステムの効率的な運用に関して多くの有用な知見を与え
ており，数理工学の理論と応用に寄与すると乙ろが大きい白よって本論文は博士論文として価値あるも
のと認める白
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